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初
春
の
良
き
年
、「
令
和
」
初
め
て
の
お
正
月
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
、
市
政
に
対
し
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
市
長
就

任
後
二
期
目
の
新
年
を
迎
え
、
市
政
を
担
う
責
任

の
重
さ
を
改
め
て
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

自
然
を
ま
も
り
未
来
を
ひ
ら
く  

本
市
は
、
中
部
横
断
自
動
車
道
や
国
道
五
十
二

号
甲
西
バ
イ
パ
ス
、
山
梨
新
環
状
道
路
な
ど
、
高

規
格
道
路
が
交
接
し
、
計
画
さ
れ
て
い
る
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
の
新
駅
に
も
数
分
と
い
う
立
地
に
あ

り
、
山
梨
県
の
新
た
な
玄
関
口
に
成
り
得
る
要
衝

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
立
地
的
優
位
性
を
十
分
に
活
か
し
、

北
岳
を
代
表
と
す
る
南
ア
ル
プ
ス
山
系
の
麓
に
広

が
る
豊
か
な
自
然
環
境
と
、
富
士
山
や
八
ヶ
岳
な

ど
が
望
め
る
素
晴
ら
し
い
眺
望
、
四
季
折
々
に
彩

り
を
変
え
る
果
樹
園
や
田
園
の
風
景
、
そ
こ
に
実

る
特
産
品
の
数
々
な
ど
、
本
市
が
誇
る
「
素
顔
の

魅
力
」
を
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
に
お
届
け
し
、

観
光
や
交
流
に
よ
る
人
口
の
増
加
に
繋
が
る
よ
う
、

様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

櫛
形
山
に
あ
る
「
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖
」
を
五
感

で
体
験
で
き
る
　”　楽
し
み
の
学
び
エ
リ
ア
“  
と
し
て
、

県
内
外
か
ら
も
、
多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
更
に
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整
備
エ

リ
ア
に
つ
き
ま
し
て
は
、
優
れ
た
立
地
条
件
を
活

か
し
、
人
の
交
流
や
物
流
が
活
発
に
な
る
よ
う
「
新

た
な
産
業
拠
点
」
の
創
出
に
、
鋭
意
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

健
康
で
元
気
な
く
ら
し

就
任
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
策
に
取

り
組
み
、
今
年
度
は
、
三
歳
未
満
児
に
お
け
る
第

二
子
以
降
の
保
育
料
の
無
償
化
や
、
八
田
地
区
・

芦
安
地
区
の
小
中
一
環
教
育
な
ど
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
に
は
、
委
託
事
業
と
し
て
、
市
内

―
 

令
和
を
翔
け
る ―
　

  
新
年
あ
け
ま
し
て　

　
　
　

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
ア
ル
プ
ス
市
長

に
「
病
児
保
育
施
設
」
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

よ
り
身
近
な
場
所
で
、
安
心
し
て
お
子
さ
ん
を

預
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
の

仕
事
と
、
子
育
て
の
両
立
に
繋
が
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
健
康
リ
ー
グ
事
業
で
は
、「
健
康
わ
く
わ

く
ウ
ォ
ー
ク
」
な
ど
、
新
し
い
事
業
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
日
々
の
生
活
の
な
か
で
、
運
動
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
事
業
を
推
進
し
、

よ
り
一
層
、
健
康
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
本
市
に
と
り
ま
し
て
、「
さ

ら
な
る
前
進
」
に
向
け
た
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す

よ
う
、
最
大
限
、
努
め
る
こ
と
を
お
約
束
し
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



3

① 利用登録（事前に市に申請）

病児・病後児保育施設の利用の流れ

② 子どもの発病（発症）

③ 病児・病後児保育施設の空き状況を確認

④ 登録した施設に「仮予約」の連絡

⑤ かかりつけ医を受診　※連絡票への主治医の署名

入院 または 自宅療養

⑥ 施設に「本予約」の連絡

⑦ 施設の利用　※「連絡票」を持参

受診 または 自宅療養

⑧ 病児保育の終了

⑨ お迎え（利用料金支払）

入院の必要が無いと
判断した場合

急性期の場合等

体調悪化等により

病児・病後児保育施設の利用料
利用料（1回あたり）

市内在住 市外在住

一般世帯 2,000円 2,500円

市町村民税所得割
48,600円未満 1,000円 1,500円

生活保護世帯 無料 無料

病
児
保
育
と
は

お
子
さ
ん
が
病
気
に
な
っ
た
時
、看
病
の
た
め
に
、保
護

者
が
仕
事
を
休
ま
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
、病
気
の
回
復
期
に
至
っ
て
お
ら
ず
、

通
常
の
集
団
保
育
等
が
困
難
な
お
子
さ
ん
を
、一
時
的
に
お

預
か
り
す
る
施
設
を「
病
児
保
育
施
設
」と
い
い
ま
す
。

　市
内
に「
病
児
保
育
室
う
ら
ら
」を
開
設

こ
れ
ま
で
、市
内
に
は
病
児
保
育
施
設
が
な
く
、市
外
の

施
設
を
広
域
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

市
で
は
、保
護
者
の
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
支
援
す
る

た
め
、白
根
地
区
在
家
塚
に
あ
る「
こ
も
れ
び
こ
ど
も
ク
リ

ニ
ッ
ク
」に
委
託
し
、昨
年
12
月
12
日
に「
病
児
保
育
室
う
ら

ら
」を
開
設
し
ま
し
た
。看
護
師
と
保
育
士
が
お
子
さ
ん
を

見
守
り
ま
す
の
で
、安
心
し
て
預
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
／
こ
も
れ
び
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

病
児
保
育
室
う
ら
ら　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
． 

２
６
９-

６
０
７
０

回
復
期
に
な
っ
た
ら
病
後
児
保
育

お
子
さ
ん
が
病
気
の「
回
復
期
」で
あ
り
、集
団
で
の
保
育

等
が
困
難
な
場
合
に
一
時
的
に
お
預
か
り
す
る「
病
後
児
保

育
室
つ
ぼ
み
」は
、「
さ
く
ら
ん
ぼ
保
育
園
」が
開
設
し
て
い

ま
す
。

お
問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
保
育
園

　

病
後
児
保
育
室
つ
ぼ
み　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
． 

２
８
２-

８
１
１
１

病
児
・
病
後
児
保
育

施
設
の
利
用
方
法

◎
利
用
で
き
る
方

　

病
児
・
病
後
児
保
育
が
利
用
で
き
る
お
子
さ
ん
は
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
方
で
す
。

　

・
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん

・
お
子
さ
ん
が
病
気
の
状
態（
回
復
期
に
至
ら
な
い
）で
、

医
療
機
関
に
よ
る
入
院
加
療
の
必
要
は
な
い
が
、安

静
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
、集
団
で
の
保
育
等
が
困
難

　

な
場
合

・
保
護
者
が
勤
務
な
ど
の
都
合
で
、家
庭
で
の
保
育
が
で

き
な
い
場
合

◎
利
用
の
流
れ
と
料
金
は
、左
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

山
梨
県
で
は
、全
域
で
病
児
・
病
後
児
保
育
の
相
互
利
用

が
で
き
ま
す
。利
用
方
法
は
、市
内
施
設
、市
外
施
設
共
通

で
す
。利
用
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
病
児
保
育
施
設

八
田
地
区
六
科
に
あ
る「
共
同
保
育
所
み
か
げ
の
森
」の

「
病
児
保
育
室
に
こ
た
す
」も
ご
利
用
で
き
ま
す
。な
お
、利

用
方
法
や
利
用
料
に
つ
い
て
は
、上
記
と
異
な
り
ま
す
の

で
、直
接
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
共
同
保
育
所
み
か
げ
の
森

病
児
保
育
室
に
こ
た
す　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
． ２
８
８-

１
５
１
５

お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
．

 

２
８
２-

７
２
９
３

お
待
た
せ
し
ま
し
た
！

市
内
で
病
児
保
育
ス
タ
ー
ト
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お問合せ／北部学校給食センター　TEL. 280-５２００　　南部学校給食センター　TEL. ２８３-７７５８

子どもたちが大好きな学校給食は、地域の生産者、納入業者を

はじめ、栄養教諭、調理員など、たくさんの人々の協力によって、

安心で安全な給食が提供されています。

毎月19日は、「南アルプス市食育の日」として地元で収穫された

お米や野菜などを使って献立が作られています。

11月は南アルプス市で収穫されたお米（あさひの夢・ひのひか

り）、櫛形地区で製造された地みそ、白根地区で収穫された野菜、

豚肉は県内産の富士桜ポークを使用しました。

地元のおいしい恵みに感謝して
地産地消とは、地元で生産された物を地元で消費するという意味です。学校
給食では地域の食材をたくさん使っています。主な産物は、きゅうり、大根、
白菜、じゃがいも、玉ねぎ、ミニトマト、さつまいも、ほうれん草、さといも
などです。地場産物の活用は旬の食材を知り味わう他、食育にもつながり安
心安全な給食が子どもたちの健全な体づくりに役立っています。
学校給食センターでは、年間食育指導計画に基づいて、給食時間に各学校で
食に関する指導を進めています。
子どもたちが食への関心を高めて、食事のとり方や栄養バランスといった食
に関する知識や能力などを学ぶことで、将来健康な生活をおくる力を身につけ
てほしいと考えています。

地産地消農家を募集しています！
南アルプス市産の野菜など、農作物を学校給食センターに納入していただけ
る農家さんを募集しています。
きゅうり、大根、白菜、じゃがいも、玉ねぎ、ミニトマト、里芋、さつまいも、
ほうれん草、ねぎなどの地場産物を求めています。
詳細は、市立学校給食センターまでお問い合わせください。　　　　

毎日
の元気をつくる学校給食毎日
の元気をつくる学校給食

11 月19日の献立
麦ごはん、あじのごまみそ焼き、肉じゃが、
なるとのすまし汁、牛乳

給食センターを見学

栄養教諭による食育指導

給食センター調理場
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確定申告の準備はお早めに！
　今年も確定申告の時期が近づいてきました。この申告は市民税・県民税、国民健康保険税、介護保険料等を
決定し、福祉、医療、教育資金等の給付の資料や所得証明書のもとになるものです。
　申告もれのないよう期限までに必ず提出しましょう。

税理士による無料申告相談会
【小規模納税者のための申告相談】
譲渡所得のある方はご遠慮ください。
開催日／場所　　
　１月29日（水）～31日（金）　
　　甲府市総合市民会館   ３階   大会議室
　２月３日（月）、４日（火）　
　　甲府市北公民館   ３階   大ホール
　２月17日（月）～21日（金）　
　　甲府市総合市民会館   ２階   講義室２（遊亀公民館）
時間　10：00～12：00　13：00～16：00
　　　（受付は午前午後とも終了時間30分前まで）

税務署職員等による確定申告書作成相談会
譲渡・相続・贈与等の相談はご遠慮ください。
開催日／場所　　
　２月６日（木）　　南アルプス市地域防災交流
　　　　　　　　　センター（消防本部） 
　　　　　　　　　２階多目的ホール
　２月７日（金）　　須玉ふれあい館　

【年金受給者などのための申告相談】
譲渡所得のある方はご遠慮ください。
開催日／場所　　
　２月６日（木）、７日（金）　
　　甲府市総合市民会館   ３階   大会議室
時間　10：00～12：00　13：00～16：00
　　　（受付は午前午後とも終了時間30分前まで）

【税理士記念日事業税務相談】譲渡・相続・贈与等の相
談も受け付けます。申告書の提出はできません。
開催日／場所　　
　２月23日（日）　山梨県税理士会館
時間　10：00～12：00　13：00～16：00
　　　（受付は午前午後とも終了時間30分前まで）

甲府税務署での確定申告書作成
所得税・個人消費税・贈与税の申告書作成会場です。
開催日　２月17日（月）～３月16日（月）
時　間　9：00～17：00（受付8：30～）
場　所　甲府税務署　　
　　　　甲府市丸の内1-1-18  甲府合同庁舎
※休日の開催日は、2月24日（月）と3月1日（日）の２日間です。

税務署からの確定申告書等の送付について
　昨年度、市、商工会、農協等の相談会場で確定申告をされた
方には、申告書等の用紙に代えて、「確定申告のお知らせ」はが
きが送付されます。税務署から確定申告書等は郵送されません
のでご注意ください。
　確定申告書等が必要な方は、令和２年１月中旬以降に、
税務課または各窓口サービスセンターにお越しいただくか、
国税庁ホームページからダウンロードしてください。
【お問合せ】 甲府税務署　TEL. 254-6105

申告には毎年マイナンバーが必要です
確定申告には、「マイナンバーの記載」と「本人確認書類の提示
または写しの添付」が必要です。
【本人確認書類について】
◆マイナンバーカードをお持ちの方･･･マイナンバーカードの
みで本人確認（番号と身元の確認）が可能ですのでマイナン
バーカードをお持ちください。
◆マイナンバーカードをお持ちでない方･･･マイナンバーを確
認できる書類（通知カード、マイナンバーの記載のある住民
票または住民票記載事項証明書のうちいずれか１つ）と身
元確認書類（運転免許証、健康保険証、パスポート、障害者
手帳、在留カードなどのうちいずれか１つ）の２種類の書類
をお持ちください。　

市役所での確定申告
※詳しくは、２月号の広報でお知らせします。
期間／場所　２月17日（月）～28日（金）　
　　　　　　　※甲西支所　２階会議室
　　　　　　３月３日（火）～16日（月）　
　　　　　　　健康福祉センター （かがやきセンター）  ２階会議室

所得税の申告はスマートフォンで！
　「国税庁ホームページ」の確定申告書等作成コーナーでは、
画面の案内に従って金額などを入力するだけで、所得税の申
告書や青色申告決算書・収支内訳書等の作成やe-Taxによる
送信（提出）ができます。詳しくは、国税庁ホームページをご覧
ください。

　２月10日（月）　　甲斐市役所
　２月12日（水）　　玉穂総合会館
　２月13日（木）　　韮崎市民交流センター「ニコリ」
時間　10：00～12：00　13：00～16：00
※会場が混雑している場合には、受付を早めに締め切る
　場合がありますので、なるべくお早めにお越しください。

令和元（2019）年分の申告・納税の期限

所得税 3月16日（月）
贈与税 3月16日（月）
個人消費税 3月31日（火）

※２月の会場が昨年
と異なり、消防本部
ではありませんの
でご注意ください。

　お問合せ／税務課　TEL. 282-7379
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CLIP
Minamialps-City Information

　

個
人
の
取
り
組
み
と
行
政
、
医
療
関
係
機
関
と
の
協

働
に
よ
り
、「
健
康
で
豊
か
な
人
生
を
実
現
す
る
た
め
に

一
人
ひ
と
り
が
実
践
し
、
み
ん
な
で
支
え
あ
う
ま
ち
」

を
目
指
す
10
年
間
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
・
ご
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

１
月
23
日
（
木
）
ま
で

公
表
資
料
の
閲
覧
場
所　

・
健
康
増
進
課
（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
中
央
図
書
館

・
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

意
見
の
提
出
方
法

　

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
様
式
は
自
由
で
す
。

※

提
出
い
た
だ
い
た
意
見
と
市
の
考
え
は
、後
日
市
ホ
ー 

　

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

意
見
の
提
出
先

　

〒
４
０
０―

０
２
９
２  
南
ア
ル
プ
ス
市
飯
野
２
８
０
６―

１

　

南
ア
ル
プ
ス
市
役
所　

健
康
増
進
課

　

フ
ァ
ッ
ク
ス　
（
２
８
４
）
６
０
１
９

　

Ｅ
メ
ー
ル　

kenko-pc001@
city.m

inam
i-alps.lg.jp

南
ア
ル
プ
ス
市

健
康
か
が
や
き
プ
ラ
ン

（
第
３
次
健
康
増
進
計
画
・
第
２
次
食
育
推
進
計
画
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

第
２
次
南
ア
ル
プ
ス
市

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

　
「
自
然
と
文
化
が
調
和
し
た
幸
せ
創
造
都
市   

南
ア
ル

プ
ス―
魅
力
あ
る
地
域
資
源
を
活
か
し
た   

自
立
の
ま

ち―
」
を
将
来
像
と
す
る
第
２
次
南
ア
ル
プ
ス
市
総
合

計
画
の
後
期
５
年
間
の
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
・
ご
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

１
月
17
日
（
金
）
ま
で

公
表
資
料
の
閲
覧
場
所　

・
政
策
推
進
課
（
本
館
２
階
）

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
中
央
図
書
館

・
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

意
見
の
提
出
方
法

　

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
様
式
は
自
由
で
す
。

※

提
出
い
た
だ
い
た
意
見
と
市
の
考
え
は
、後
日
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

意
見
の
提
出
先

　

〒
４
０
０―

０
３
９
５ 

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
３
７
６

　

南
ア
ル
プ
ス
市
役
所  

政
策
推
進
課

　

フ
ァ
ッ
ク
ス　
（
２
８
２
）
１
１
１
２

　

Ｅ
メ
ー
ル

　
　

seisaku-pc001@
city.m

inam
i-alps.lg.jp

●
お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
０
７
３

マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
の
設
定

支
援
ブ
ー
ス
を
開
設
し
ま
す

　

現
在
、
国
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

消
費
活
性
化
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

消
費
活
性
化
策
の
概
要
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
取
得
し
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ（
官
民
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
で

利
用
で
き
る
本
人
を
認
証
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｄ
で
、
取
得

に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
）
を
設
定
の
上
、

民
間
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
手
段
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
、

電
子
マ
ネ
ー
等
）
に
お
い
て
事
前
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
へ

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
国
の
地
方
消
費
者
行
政
強
化
交

付
金
を
活
用
し
、
消
費
者
相
談
体
制
の
充
実
及
び
消
費

者
被
害
の
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
よ
り
一
層
消
費
者
行
政
の
強
化
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
１
月　

南
ア
ル
プ
ス
市
長  

金
丸 

一
元

 

南
ア
ル
プ
ス
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
窓
口

受
付
時
間　

９
時
〜
16
時
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

場
　
　
所　

市
民
活
動
支
援
課
内

安
心
安
全
で
豊
か
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

市
民
生
活
実
現
の
た
め
に

●
お
問
合
せ
／
南
ア
ル
プ
ス
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
３
２
３

●
お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
４
）
６
０
０
０
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公
共
下
水
道

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の

デ
ザ
イ
ン
を
変
更
し
ま
す

●
お
問
合
せ
／
企
業
局
下
水
道
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
４
０
９

水
道
管
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

●
お
問
合
せ
／
企
業
局
工
務
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
２
０
１
６

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」に
伴
う

消
防
訓
練
の
お
知
ら
せ

　

１
月
26
日
は
、「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
で
す
。

　

昭
和
24
年
１
月
26
日
に
奈
良
の
国
宝
法
隆
寺
金
堂
か

ら
出
火
し
、
壁
画
が
焼
失
し
た
事
を
契
機
に
毎
年
こ
の

日
を
文
化
財
防
火
デ
ー
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

貴
重
な
文
化
財
を
み
ん
な
で
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
。
市
消
防
本
部
で
は
、
文
化
財
防
火
デ
ー

に
伴
い
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

開
催
日　

１
月
26
日
（
日
）

時
　
間　

10
時
〜
11
時
30
分

場
　
所　

薬
聚
山  

慈
眼
寺
（
上
今
諏
訪
）

内
　
容　

通
報
、
搬
出
、
消
火
訓
練

※

慈
眼
寺
に
は
木
造
薬
師
如
来
像
（
県
指
定
文
化
財
）
等

　

の
貴
重
な
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
当
日
は
「
文
化
財

　

の
説
明
」
や
「
消
火
器
等
の
取
扱
い
指
導
」
も
行
い

　

ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
１
９

◎
凍
結
し
た
場
合

・
蛇
口
に
タ
オ
ル
等
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯

　
を
か
け
る
。（
熱
湯
を
か
け
る
と
蛇
口
等
が
破
損
す
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

・
屋
内
の
水
道
管
は
、
暖
房
器
具
で
部
屋
を
暖
め
る
。

※

水
道
修
理
は
、
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
。

　
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

蛇口が破裂しやすいので
　　 上まで包む

ビニールテープ

給水管
保温材

（布切れ、  古毛布など）

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
を
下
回
る
と
、
水
道
管
の
水

が
凍
結
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
凍
結
を
防
ぐ
た
め
に

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
凍
結
防
止
対
策

・
水
道
管
等
は
、　

保
温
材
・
ヒ
ー
タ
ー
で
保
温
す
る
。

・
夜
間
、
蛇
口
か
ら
水
を
少
量
（
割
り
箸
１
本
程
度
）　

　

出
し
続
け
る
。

・
不
凍
栓
バ
ル
ブ
が
付
い
て
い
る
場
合
は
、
バ
ル
ブ
で

　
宅
内
水
道
管
の
水
抜
き
を
す
る
。

に
決
定
し
た
こ
と
を
受
け
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を

使
用
し
て
、
衛
生
的
な
住
環
境
を
提
供
す
る
下
水
道
事

業
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、「
南
ア
ル
プ
ス
市

の
魅
力
を
発
信
す
る
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
」
へ
デ
ザ
イ
ン
を

変
更
し
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
０
７
３

チ
ャ
ー
ジ
等
を
し
た
方
に
対
し
て
、
国
が
一
定
額
の
プ

レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
（
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
）
を
付
与
す

る
も
の
で
す
。（
詳
細
は
国
に
お
い
て
検
討
中
で
す
。）

　

市
で
は
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
の
設
定
を
支
援
す
る
ブ
ー
ス

を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間　

１
月
６
日
（
月
）
〜
３
月
31
日
（
火
）

　
　
　
　
　

土
日
・
祝
日
を
除
く

時
　
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
水
曜
日
は
19
時
ま
で
）

場
　
所　

市
役
所
新
館
１
階　

専
用
ブ
ー
ス

　
　
　
　
（
市
民
活
動
支
援
課
横
）

　

現
在
、
市
下
水
道
課
で
使
用
し
て
い
る
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
平
成
15
年
の
町
村
合
併
前
に
各
町

村
が
作
成
し
た
も
の
で
、
古
い
も
の
で
は
使
用
開
始
か

ら
約
30
年
経
過
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
30
年
10
月

の
15
周
年
記
念

市
制
祭
に
お
い

て
、
市
の
木
・

花
・
鳥 

・
山
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

と
し
て
、
モ
モ
・
ア
ヤ

メ
・
ラ
イ
チ
ョ
ウ
・
北
岳



      8

　この催しは、大会を通して体力を向上させ、健やかで逞しい心身の発達
を促すとともに、チームワークと参加者同士の親睦を図ることを目的に、
南アルプス市体育協会が毎年開催しているものです。
　今年は、市内地区支部対抗の部に11チーム、一般の部に10チーム、壮年の
部に９チーム、中学男子の部に16チーム、中学女子の部に７チームの、合わ
せて53チームが参加しました。
　大会の結果、地区支部対抗の部では「甲西地区体育協会」、中学男子の部
では「甲西中学校」、中学女子の部では「八田中学校」、一般の部では
「Problem children A」、壮年の部では「ドラゴンアスリートクラブ A」が
優勝を果たしました。

　オリンピック・パラリンピック教育推進事業の一環として、本市出身で、
現在、埼玉医科大学グループ女子駅伝部監督兼選手の飯野摩耶さんの講演会
が行われました。飯野さんは、白根巨摩中学校出身で、中学生時代には、全国
中学校大会陸上1,500ｍで優勝。高校、大学、実業団でも活躍してきました。
　講演会は、櫛形中学校の全校生徒を前に、恩師である中込和彦校長と中学
校時代の後輩だった渡辺奈津実教諭との対談形式で行われ、飯野さんは「中
学生は、いろいろなものに挑戦できる時期。苦しい思いや悔しさも成長の
きっかけになるので大切にして欲しい。」と話しました。生徒から質問を受
ける時間も設けられ、講演会後は、生徒たちに走り方などの実技指導も行わ
れました。

　若草体育館と若草生涯学習センターで、「みつけよう未来の自分」と題し、
市内小学校3～6年生約220人が、さまざまな職業を体験するイベントが行
われました。
　市内外にある魅力的な仕事や職業を知り、将来の自分を考えてもらおう
と南アルプス市商工会青年部が主催したもので、参加した児童は、美容師
や看護師、パティシエ、染物職人など11業種から、興味のある職業を選び
職業体験を行いました。
　そば打ち体験では、その場で茹で上げて試食したり、大工の体験では、
実際に柱を組み上げ、上棟式後には餅投げも行われました。

第17回南アルプス市駅伝大会

飯野摩耶さん講演会

キッズタウン南アルプス2019

 11月11日    11月 11日    月

 11月 16日    11月 16日    土

 11月 10日    11月 10日    日
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　健康福祉センターで、健康フェスタが開催されました。
　このイベントは、食べて・動いて・学んで健康づくりに取り組んでもらお
うと、市と食生活改善推進員会、愛育連合会などの各種団体が協力して、毎
年開催しているものです。
　会場では、健康チェックや様々な体操を行う運動コーナーをはじめ、パ
ティシエ体験などの食育コーナー、親子向けのむし歯予防を啓発する着ぐ
るみ劇など、約30のブースが開設されました。また、すいとんの無料配布や
大工シンガー「サノケン」のコンサートなども行われ、子どもからお年寄
りまで多くの人達が訪れ、健康について楽しみながら学んでいました。

　飯野新田保全委員会が、山梨県多面的機能増進活動表彰において、最高
賞の山梨県知事賞を受賞しました。この表彰は、農地の維持や農業・農村
の多面的な機能の発揮に向け、国の多面的機能支払交付金を活用し、農村
振興や地域活動の推進等に貢献、また、他の模範となるような活動を行っ
ている組織に対して贈られるものです。
　飯野新田保全委員会の蕎麦栽培を通じた遊休農地化防止の取り組みや、
保育所等との連携による地域コミュニティの活性化、自らの手で行う農道・
農水路の修繕活動などが評価されました。
　表彰式では、長崎幸太郎知事による表彰状の授与のほか、集まった約
250人の聴衆を前に、飯野新田保全委員会の飯塚龍巳代表らによる事例発
表が行われました。

　南アルプス市と日本郵便㈱の市内14局が協力し、郵便局の人的物的資源を
有効活用して、安心して暮らせるまちづくりの実現と地域経済の発展を図
ることを目的とし、包括的に連携して取り組むための協定を締結しました。
　これまでにも、災害時に相互協力する協定を締結していましたが、今後は、
地域に根ざした郵便局のネットワークを活かし、子どもや高齢者の見守り
活動、道路の損傷や不法投棄を発見したときの市への情報提供を行うほか、
日本郵便㈱所有の商業施設での、市の観光ＰＲや特産品販売イベント開催な
どにも協力して取り組んでいきます。

健康フェスタ 2019

市内郵便局と包括連携協定を締結

飯野新田保全委員会が山梨県知事賞を受賞

 11月17日    11月 17日   日

 11月 25日    11月 25日    月

 11月 29日    11月 29日    金
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お問合せ／健康増進課  TEL 284-6000
　

 

●「
要
精
密
検
査
」と
な
っ
た
ら
・・・

　

が
ん
検
診
は
、自
覚
症
状
の
な
い
健
康
な
人
が

対
象
で
す
。早
期
が
ん
で
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。市
の
検
診
で
は
、早
期
が
ん
を

発
見
し
、適
切
な
治
療
に
よ
り
が
ん
を
治
し
、が

ん
に
よ
る
死
亡
率
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、が
ん
検
診
を
受
け
て「
要
精
密
検
査
」

と
判
断
さ
れ
て
も
、医
療
機
関
で
精
密
検
査
を

受
け
な
い
方
も
い
ま
す
。精
密
検
査
が
必
要
と

な
っ
た
方
が
、そ
の
ま
ま
精
密
検
査
を
受
け
ず
に

い
る
と
、せ
っ
か
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
ん

を
見
逃
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。対
象
と

な
っ
た
方
は
必
ず
精
密
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

検
診
は
受
診
す
れ
ば
終
了
で
は
な
く
、

結
果
を
受
け
て
次
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

●
精
密
検
査
、

　
実
際
に
受
け
て
い
る
人
は
？

　

精
密
検
査
を
実
際
に
受
け
て
い
る
人
の
割
合

（
精
検
受
診
率
）は
、胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
が

約
70
％
、肺
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
が
約
90
％
、子

宮
頸
が
ん
検
診
が
約
80
％（
Ｈ
29
）。

　

が
ん
検
診
の
種
類
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
る

の
が
現
状
で
す
。

が
ん
検
診
を
受
け
た
ま
ま
で
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

が
ん
検
診
を
受
診
し
、「
要
精
密
検
査
」ま
た
は「
異
常
あ
り
」と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

必
ず
医
療
機
関
で
精
密
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

精密検査は、どんな検査をすればいいの？

　がん検診の精密検査は、部位によって適切な精密検査の方法があります。医療機関を受診
し、医師の指示により適切な精密検査を受けましょう。
　また、検診や精密検査で「異常なし」と判断された後も、国の指針で定められた受診間隔に
より、定期的にがん検診を受診していきましょう。

がん検診の種類 精密検査の方法 
胃がん 胃内視鏡検査（胃カメラ）等 
大腸がん 大腸内視鏡検査、注腸エックス線検査等  
肺がん 肺CT検査、気管支鏡検査等 
乳がん マンモグラフィ、超音波検査、穿刺吸引細胞診や針生検等 
子宮頸がん コルポスコープ下の組織診や細胞診、HPV 検査等  

 （国立がん研究センターがん情報サービス「仕様書に明記すべき必要最低限の精度管理項目」の内容より）

◆
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
ご
案
内

　

ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、忘
れ
ず
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　

令
和
２
年
１
月
３１
日（
金
）ま
で

対　
　

象　

令
和
２
年
３
月
末
時
点
で
２０
歳

　
　
　
　
　

以
上
の
女
性

場　
　

所　

指
定
医
療
機
関

※

受
診
票
の
な
い
方
は
、健
康
増
進
課
ま
で
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

※

医
療
機
関
に
は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。



　山梨県には現在13の酒蔵があり、古い酒蔵は300年ほど前から酒造りに取り組ん
でいます。昨今、若者の日本酒離れが進んでいると言われていますが、日本酒は古く
から正月、花見、結婚式など年中行事とともにあり、酒蔵は地域に根付き、地域の
文化や歴史の一端を担ってきました。
　今展では、酒蔵ゆかりの美術作品を紹介するとともに、日本酒の造り方などを紹介
するほか、各酒蔵の歴史や特徴などを紹介するブースを設け、山梨の日本酒の世界
を多角的に紹介します。

山梨の日本酒展
 

『ししにゃいとおしょうがつ』   
作／澤野秋文 　出版社／世界文化社　　

       

 

新刊案内 ｜ 一般書

新刊案内 ｜ 児童書

　　 

　飛鳥時代から令和時代まで、約１４００
年にわたる年賀の文化を、カラー写真と
ともにビジュアルに紹介しています。干支
をモチーフにした年賀状、島崎藤村や棟
方志功ら有名人の年賀状も収録してい
ます。

　お正月に突然やってきた、謎の生き物
「ししにゃい」。ぼくと家族は一緒におせち
をたべたり、お正月あそびをするが…。お
正月の物語を楽しみつつ、福笑い、探し
絵などあそべる絵本です。３～５歳から

10:30～

八田ふれあい図書館  TEL 285-5010

白根桃源図書館  TEL 284-6010

わかくさ図書館  TEL 283-1501

甲西図書館  TEL 282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00

　休館日／１～４・6・13・20・27・31日 

芦安分館
TEL 282-7285
火・金のみ開館　13:00～17:00
※1月3日（金）は休館

中央図書館

TEL 280-3300

平日 9:30～19:00

土・日・祝 9:30～17:00

休館日／１～４・14・31日　

●おはなし会 0.1.2. （乳幼児向けのおはなし会）  10:30 ～

●おはなし会 （幼児から小学校中学年向けのおはなし会）

2月2日（日） まで 

　月のイベントスケジュール

7日（火） 15日（水）9日（木）
17日（金） 22日（水）

『年賀状のおはなし』 
 監修／日本郵便株式会社　
 出版社／ゴマブックス
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14日（火）八

23日（木）

与謝野晶子
《法隆寺など行く如し甲斐の
御酒春鶯囀のかもさるゝ蔵》

甲

●朗読会「いきやりどころ」 13:30～ 25日（土）

〒400-0306 南アルプス市小笠原1281  お問合せ／TEL 282-6600  FAX 282-6601 

14:00～ 毎週土曜日中

18日（土） 25日（土）11日（土） 八

中

白 28日（火）八

作者不詳《酒造り工程図》

開館時間／9:30～17:00（入館は16:30まで）   
入館料／一般500円、大高生300円、中小生200円
　　　　※入館料には団体割引などがあります。小学生未満・65歳以上の方は無料です。　
休館日／1月1日（水）、2日（木）、3日（金）、4日（土）、6日（月）、14日（火）、20日（月）、27日（月）

《盃台・盃》

《備前・ぐい呑》

●朗読会「おたのしみ処」 13:30～ ２月１日（土）

●美術館×図書館  コラボ企画 「節分のますをつくろう」
日　時　１月２６日（日）　10:00～12:00
場　所　白根生涯学習センター  中研修室
対　象　市内小学生親子２０組
　　　　（小学５・６年生は子どものみでの参加可能）
材料費　１１０円
講　師　市川 知都理 氏 （市立美術館教育普及担当）　
※１月５日（日）から各館で申込開始　　　　　　

中

八

わ 白

甲 わ

わ

◇令和初のお正月！ 今年もふくふく図書館お正月福袋
　毎年大好評の、本の福袋を今年もご用意します。図書館司書
が選んだテーマごとの福袋には、本だけでなく、ステキお年玉プレ
ゼント入りです。本は貸出手続きをしてくださいね。
　福袋には大人・子ども・赤ちゃん用があります。

━福袋特典━　※数に限りがありますので、お早めにどうぞ。
①袋は図書袋としてもご利用いただける
　「図書館キャラクターライライのオリジナルバック」
②ステキなお年玉プレゼント入り（本のみ、返却をお願いします）
※1月５日（日）より （先着 中央 62名  八田・白根・わかくさ・
　甲西 各25名  芦安 ５名）

◇令和初のお正月 ライライからのお年玉
①お好きな雑誌の「付録」をプレゼント（付録がなくなり次第終了）
②ライライのオリジナル「カレンダー」「読書ノート」をプレゼント
　（先着 中央 20名　八田・白根・わかくさ・甲西 各10名・芦安 ５名)  
③ライライのオリジナル「ブックカバー」をプレゼント
　（先着 中央 ２００名　八田・白根・わかくさ・甲西 各１００名  芦安 ２０名) 
※1月５日（日）より図書館で資料を借りられた方に、各1点限り。



江原 浅間神社

　
甲
西
地
区
江
原
の
浅
間
神
社
。か
つ
て
は
、市
域
南

半
か
ら
現
在
の
富
士
川
町
を
中
心
に
ひ
ろ
が
る
大
井

郷
の
総
鎮
守
と
し
て
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。ま
た
、そ

の
本
殿
は
桃
山
時
代
の
作
風
を
残
す
江
戸
時
代
前
期

の
建
築
と
し
て
市
の
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
お
り
、安

置
さ
れ
る
ご
神
体
は
、富
士
山
を
表
し
た
最
古
級
の

像
と
し
て
、国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
由
緒
あ
る
神
社
に
、江
戸
時
代
に
奉
納
さ
れ
た

の
が
、今
回
紹
介
す
る
板
絵
著
色
三
十
六
歌
仙
図
で
す
。

三
十
六
歌
仙
と
は
平
安
時
代
の
歌
人
、藤
原
公
任
に

よ
っ
て
選
ば
れ
た
和
歌
の
名
人
三
十
六
人
の
総
称
で

す
。正
月
に
お
な
じ
み
の
百
人
一
首
に
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
在
原
業
平
や
紀
貫
之
、小
野
小
町
と
い
っ
た
、み

な
さ
ん
も
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
人

物
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。三
十
六
歌
仙
を
そ
の

代
表
歌
と
と
も
に
描
き
奉
納
す
る
習
慣
は
、鎌
倉
時
代

以
降
全
国
各
地
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、県
内
で
は

笛
吹
市
の
美
和
神
社（
県
指
定
）や
山
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市
の
窪
八
幡

神
社（
市
指
定
）の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、市
内
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左ページ左上から小野小町、中納言兼輔、坂上是則、源公忠、在原業平／不明、藤原興風、中納言家持、猿丸太夫
／源順、源重之、藤原高光、藤原元真、清原元輔、紀貫之／権中納言敦忠、凡河内躬恒か、紀友則、素性法師／
壬生忠岑、源信明、大中臣頼基、柿本人麻呂／右ページ左から中納言朝忠、伊勢

背 面

で
は
、ほ
か
に
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
浅
間
神
社
の
歌
仙
図
は
板
に
描
か
れ
、現
在
三
十
六

枚
中
二
十
五
枚
が
の
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の

背
面
に
は
、個
別
の
番
号
と
と
も
に「
寛
永
十
七
庚
辰

年
十
一
月
廿
四
日
　
願
主
　
野
呂
瀬
主
税
助
　
敬
白
」

と
記
さ
れ
、現
在
の
鮎
沢
か
ら
十
日
市
場
あ
た
り
を
拠

点
に
武
田
家
に
仕
え
、武
田
家
滅
亡
後
は
、最
終
的
に

尾
張
徳
川
家
に
仕
え
て
名
古
屋
に
居
を
構
え
た
と
い

う
武
士
、野
呂
瀬
主
税
助
が
、寛
永
十
七
年（
一
六
四

〇
）に
奉
納
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
板
絵
の
奉
納
は
、人
の
心
の
あ
わ
れ
を
深
く
と
ど
め

る
和
歌
に
神
仏
を
な
ぐ
さ
め
る
意
味
が
込
め
ら
れ
た

と
も
、和
歌
の
上
達
を
願
っ
た
も
の
と
も
さ
れ
ま
す
が
、

今
か
ら
三
八
〇
年
前
に
奉
納
さ
れ
た
板
絵
は
、彼
の
ふ

る
さ
と
の
神
社
に
寄
せ
る
思
い
を
今
に
伝
え
る
と
と

も
に
、三
十
六
歌
仙
の
板
絵
を
奉
納
す
る
と
い
う
当
時

の
風
習
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
も
貴

重
な
文
化
財
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
通
常
は
、本
殿
の
奥
深
く
保
管
さ
れ
、年
月
を
経
て

絵
の
具
の
剥
落
な
ど
状
態
の
良
く
な
い
も
の
も
あ
る

た
め
、一
般
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

新
春
に
あ
た
り
雅
な
文
化
財
と
し
て
、今
回
画
像
を
取

り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
文
／
写
真 

文
化
財
課

山
路
を
登
り
な
が
ら

※ 先月号の本覧で背景の写真を明治 23 年（1948）としましたが、
　 昭和 23 年（1948）の誤りでした。訂正してお詫びします。

こ
う
し
ん

に
じ
ゅ
う

み
や
び

の  

ろ  

せ  

ち  

か  

ら  

の  

す  

け

わ
れ

歌
短

「
今
こ
れ
る
」と
孫
ひ
か
え
め
に
電
話
く
る
迎
え
に
来
て
と
は
は
っ
き
り
言
わ
ず
　
　
　
　
　
川
崎  

か
を
る
（
平
岡
）

庭
石
を
潜
り
て
の
び
し
鳴
子
百
合
垂
る
る
五
輪
の
子
花
さ
や
け
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎  

夏
美
（
平
岡
）

深
海
を
探
る
カ
メ
ラ
に
映
り
ゐ
る「
チ
カ
メ
キ
ン
ト
キ
」古
代
魚
な
る
と
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野  

恵
美
子
（
平
岡
）

街
路
樹
の
た
ま
り
し
落
葉
掻
き
て
を
り
今
朝
の
息
子
等
黙
々
と
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野  

恭
子
（
小
笠
原
）

犬
小
屋
の
あ
り
し
跡
地
に
満
月
の
射
せ
ば
さ
や
か
に
時
間
の
戻
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林  

洋
（
桃
園
）

残
し
た
る
株
よ
り
芽
の
出
で
こ
の
冬
は
真
赤
な
八
重
の
山
茶
花
咲
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村  

今
子
（
あ
や
め
ヶ
丘
）

朝
々
の
出
か
け
る
背
中
に「
気
を
つ
け
て
」吾
の
願
い
は
家
族
の
無
事
故
　
　
　
　
　
　
　
　
穂
坂  

幸
子
（
上
宮
地
）

リ
ン
ゴ
二
つ
つ
い
ば
む
鳥
な
く
日
の
過
ぎ
て
餌
の
あ
り
し
か
暖
か
き
冬
　
　
　
　
　
　
　
　
若
尾  

敏
男
（
在
家
塚
）

な
る
こ 

ゆ
り

い

さ
ざ
ん
か

く
ぐ

か

13  



総人口： 71,576人（-2）
------------------------------
男　性： 35,412人（+35）
女　性： 36,164人（-37）
世　帯： 28,122世帯（+50）
うち外国籍人口： 1,096人（+40）

南アルプス広
報 No.202   令和2年1月1日発行

令和元年12月1日現在（対前月比）

南アルプス市役所   〒400 -0395 山梨県南アルプス市小笠原376
TEL 055 -282-1111（代表） FAX 055 -282-1112（代表）
ht tp : //www.c i t y.m i n am i - a l p s .yamanash i . j p
編集／南アルプス市役所 秘書課　TEL 055 -282-6037

○各窓口サービスセンター
八田 TEL 282-5600　
芦安 TEL 282-5577
甲西 TEL 282-3120

白根 TEL 283-3000
若草 TEL 282-3100

●八田／チャンネル101 8:30、22:00   ●白根・芦安／チャンネル101 ６:30、10:00、15:00、22:00

●若草・櫛形／チャンネル111 17:00、22:00    ●甲西／チャンネル111 12:00、22:00

CATVによる市行政番組のチャンネルと放送時間　毎週土曜日に更新しています。

緑かがやく自然を守り
なかよく美しい心を結び合い
未来にひらく
　　豊かなまちをつくることを
アルプスの山々に誓います

 14

ＩＫＵＭＥＮ 

清水 正気さん（父）

　　 稟々ちゃん（３歳）
　　 はじめくん（１歳）
  
「2人同時にだっこ
   いつまでできるかな？笑」

  ●育児を楽しむお父さん、おじいちゃんの写真を募集しています。   
  詳しくは、市民活動支援課までお問合せください。

南アルプス市では男女が共に支え合う家庭づくりを推進しています。

（西野）

父・教之　 母・美保 （西野）

２歳のお誕生日おめでとう。
毎日、たくさんの幸せをありがとう♡
これからもすくすく元気に育ってね。

小池  えみりちゃん（2歳） 

TEL 282-6037　　  hisyo@city.minami-alps.lg.jp

今月の表紙：下市之瀬の獅子舞

第
18
回 
南
ア
ル
プ
ス

桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン
大
会

注 目

市 民 憲 章

市のシンボル

木…………モモ
花…………アヤメ
鳥…………ライチョウ
山…………北岳

TEL 282-6493　　  machi@city.minami-alps.lg.jp

祝
100歳
おめでとう！

り  ん  り
●お子さんの写真を募集しています。   
詳しくは、秘書課までお問合せください。

堀内 ときみ さん
（在家塚）

祝
100歳
おめでとう！

開催日　４月12日（日） 雨天決行
場　所　櫛形総合公園 日世南アルプススタジアム
申込期間　１月７日（火）～ ２月14日（金） ※郵便振替は１月31日（金）まで
種　目　ハーフマラソン・10キロ・５キロ・3.5キロ・キッズレース
主　催　南アルプス市・南アルプス市教育委員会・(公財)南アルプス市体育協会
主　管　南アルプス桃源郷マラソン大会実行委員会（体育協会内）
申込方法　所定の参加申込用紙に必要事項を記入の上、郵便局でお申込みください。
　　　　　その他電話、インターネット等でもお申込みできます。

※定員を設けていますので、お早めにお申込みください。 
※昨年参加された方には、申込用紙が送付されます。

投 稿
募集中!

宮越 虎衛 さん
（鮎沢）

※若草・櫛形地区の放送時間が「8:00」から「17:00」に変更になりました。

【申込】 エントリー事務局　　TEL. 0570-039-846　
【お問合せ】 実行委員会事務局　　TEL. 236-8555
  大会ホームページアドレス　http://www.minami-alps-sports.or.jp/marathon/ 

ゲストランナー
藤原 新 さん

父・陽一　 母・瑞穂 （飯野）

石川  智紗乃ちゃん（4歳）

　　 晶紀乃ちゃん（1歳） 

せ  い  き

ち  さ  の

あ  き  の

ちーちゃん、あーちゃん 
いつまでも仲良くしてね！　
一緒に遊んでる姿がとても好きだよ。



新
し
い
１
年
が
訪
れ
ま
し
た
。

お
正
月
は
い
つ
も
よ
り

「
清
く
」、「
明
る
く
」、「
正
し
く
」
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　そ

し
て
窓
の
外
に
は
富
士
山
。

富
士
山
が
縁
起
の
よ
い
こ
と
は

ず
っ
と
以
前
か
ら
こ
の
国
の
人
た
ち
が

ど
う
や
ら
そ
う
ら
し
い
と
心
の
な
か
に
描
い
て

た
く
さ
ん
の
神
が
か
り
な
物
語
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

ず
い
ぶ
ん
人
間
よ
り
な
考
え
で
す
が

そ
う
す
る
こ
と
で
自
然
を
大
切
に
し
て
き
た
と
思
え
る
の
で
す
。

　
　今

の
時
代
、
少
し
古
く
さ
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど

む
か
し
の
人
た
ち
が
大
切
に
伝
え
て
き
た
も
の
は

「
な
る
ほ
ど
」
と
思
え
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

こ
の
な
る
ほ
ど
は
す
ぐ
に
効
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

季
節
の
移
ろ
い
に
合
わ
せ
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
で

じ
わ
り
と
効
い
て
く
る
か
ら
不
思
議
で
す
。

今
年
も
多
く
の
実
り
が
生
ま
れ
る
よ
う

ふ
る
さ
と
の
自
然
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
き
１
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

文
・
写
真
／
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
︱
ク
推
進
室

え
ん
ぎ
も
の

15

山

ふ
る
さ
と
日
記



主な作品  ＊ 「まどか☆えんがわ」「ミソニノ

ミコト」「マギア☆レポート」

他 ＊ 「山梨マンガ・アニメラボ × まるごと

やまなし館　コラボカフェ」オリジナルキャ

ラクター制作

PAPA

　南アルプス市在住の漫画家 PAPA さん。著作の

『ミソニノミコト』は受験生の女の子と神様の、

ほのぼのとした日常生活がテーマの４コマ漫画で

す。神様の名前は「サバノミソニノミコト ( 鯖の

味噌煮の神様 )」。他にも、おからの神様、マイ

タケの神様… 予想外のお友達ともゆるゆるっと

した日常を繰り広げます。非日常な日常と、紅白

の表紙が「ハレの日」にぴったりの縁起の良い逸

品です。

　甲府ではコラボサンドイッチが開発されるほど

の人気を見せる『ミソニノミコト』。PAPA さ ん

の南アルプス市での活躍にも、今後一層注目です。

ミソニノミコト

PAPA

神話も学べる ?! ほのぼの漫画

「ミソニノミコト」全2巻（芳文社刊）

ママンムート MANMAMUTO

LOCO オススメ !!

昨年度オープン！木造りのおシャレな店
内で、パスタやハンバーグ、ビーフシ
チューなどが楽しめます。彩りもボ
リューム満点◎

南アルプス市浅原 377
TEL055-282-8858

芦安地域おこし協力隊として活動を始めて 3 年

目となりました。南アルプスの山が大好きな私

は、山岳と集落を繋ぎ、観光を盛り上げる事がメ

イン活動となっています。その中でも瀬戸千段

の滝の歩道整備は地域の皆さんとつくる事が出来

た観光名所となり、今回美しい県土づくり大賞に

て奨励賞をいただきました。地域が明るく楽

しく活性化している事がとても嬉しいで

す。残す活動期間は 3 ヶ月となりますが、

次のステージに向けて着々と準備中です。

中島  紫穂 さん

Profile 東京都葛飾区産まれ、父親と幼少期から山登りを始
め、自然が大好きに。都内の動物飼育員として約 10
年勤め、その後富士山レンジャーとして山に関わる。

次のステージも
お楽しみに !!



　令和２年 １月号

─１─

善
意
を
あ
り
が
と
う

　

台
風
等
に
よ
る
被
災
農
家
お
よ
び
そ
れ
に
付

随
す
る
諸
事
業
へ
支
援
し
て
ほ
し
い
と
、
次
の

方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
飯
田 

昌
志  

様
（
東
京
都
港
区
）５

０
，０
０
０
円

  

お
知
ら
せ   

 

善  

意

●
令
和
元
年（
２
０
１
９
年
）分
納
付
額

　

確
認
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

１
月
中
旬
か
ら
順
次
、
令
和
元
年
（
２
０
１

９
年
）
分
納
付
額
確
認
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

こ
の
通
知
は
、
所
得
税
確
定
申
告
や
市
県
民
税

申
告
に
あ
た
っ
て
、
市
に
納
付
し
た
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
る
金
額
を
納
税
（
納
付
）

義
務
者
ご
と
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。
所

得
税
確
定
申
告
や
市
県
民
税
申
告
等
の
際
の
確

認
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
で
す
の
で
、
申
告

時
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

 

こ
の
通
知
で
証
明
さ
れ
る
税
目
、
料
目

・
国
民
健
康
保
険
税

・
介
護
保
険
料

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

 
こ
の
通
知
の
対
象
と
な
る
納
付
期
間

　

平
成
31
年
（
２
０
１
９
年
）
１
月
１
日
か
ら

　

令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）
12
月
31
日
ま
で

お
問
合
せ
／
国
保
年
金
課
（
国
民
健
康
保
険
税
・ 

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

電
話
（
２
８
２
）
７
２
４
８

　

介
護
福
祉
課
（
介
護
保
険
料
）

電
話
（
２
８
２
）
６
１
７
９

●
要
介
護
認
定
者
の
障
害
者
控
除

　

対
象
者
認
定
に
つ
い
て

　

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
介
護
保
険
の

要
介
護
認
定
者
の
う
ち
、
障
が
い
者
に
準
ず
る

状
態
と
市
が
判
定
し
た
方
に
、
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。

認
定
基
準　

介
助
が
な
い
と
外
出
で
き
な
い
方

　

や
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
認
知
症
状

　

が
あ
り
介
護
を
必
要
と
す
る
方
。

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
も
、
必
ず
障
害

　

者
控
除
の
対
象
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

申
請
手
続　
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請
書　
」

　

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
介
護
福
祉
課
ま
た

　

は
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

●
お
む
つ
に
係
る
費
用
の
医
療
費

　

控
除
に
つ
い
て

　

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
の
申
告
を
す
る
た

め
に
は
、
領
収
書
の
ほ
か
に
医
師
の
発
行
し
た

「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
の
添
付
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
方
は
医
師
が
発
行
す
る
証
明
書

が
な
く
て
も
市
が
発
行
す
る
書
類
の
添
付
に
よ

り
、
医
療
費
控
除
が
申
告
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

対　

象　

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る

　

こ
と
が
２
年
目
以
降
で
、
要
介
護
認
定
を
受

　

け
て
い
る
方
の
う
ち
、
主
治
医
意
見
書
の
内

　

容
か
ら
お
む
つ
の
使
用
が
必
要
で
あ
る
と
認

　

め
ら
れ
る
方
。

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課　

電
話
（
２
８
２
）
６
１
７
９

　
お 

知 

ら 

せ

●
各
種
税
金
の
納
期
限
に
つ
い
て

税　

目　

市
県
民
税
（
４
期
）

　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
税
（
７
期
）

納
期
限　

1
月
31
日（
金
）

※
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
。

※
口
座
振
替
で
納
め
る
方
は
、
口
座
残
高
を
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
納
税
課

電
話
（
２
８
２
）
７
３
８
４

●
令
和
２
年
消
防
団
出
初
式

　

年
頭
に
あ
た
り
、
市
内
消
防
団
員
が
一
堂
に

会
し
、
団
員
の
士
気
高
揚
と
職
務
遂
行
の
決
意

を
新
た
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
消
防
団
出
初
式

を
開
催
し
ま
す
。
消
防
ポ
ン
プ
車
と
の
写
真
撮

影
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
子
さ
ま
や
地
域
の
方

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
早
朝
か
ら
消
防
ポ
ン
プ
車
の
警
鐘
等

が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
催
日　

１
月
５
日（
日
）

時　

間　

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

場　

所　

桃
源
文
化
会
館

お
問
合
せ
／
防
災
危
機
管
理
課

電
話
（
２
８
２
）
６
４
９
４

●
ふ
じ
か
わ
聖
苑
の
使
用
料
を

　

改
定
し
ま
す

　

火
葬
場
「
ふ
じ
か
わ
聖
苑
」
は
、
開
設
か
ら

15
年
が
経
過
し
、
主
要
設
備
の
修
繕
や
燃
料
費

等
の
経
費
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
令
和
２
年

４
月
１
日
の
使
用
許
可
分
か
ら
使
用
料
を
改
定

し
ま
す
。

　

詳
細
は
ふ
じ
か
わ
聖
苑
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

現　

行
（
12
歳
以
上
の
者
）

　

管
内　

１
０
，０
０
０
円

　

管
外　

５
０
，０
０
０
円

改
定
後
（
12
歳
以
上
の
者
）

　

管
内　

２
０
，０
０
０
円

　

管
外　

６
０
，０
０
０
円

お
問
合
せ
／
三
郡
衛
生
組
合
火
葬
場

　

ふ
じ
か
わ
聖
苑　
電
話
（
２
８
４
）
６
３
７
５



  

お
知
ら
せ   

─２─

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会

開
催
日　

１
月
24
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
２
）
６
６
３
３

●
日
本
語
サ
ロ
ン
後
期
が
始
ま
り
ま
す

　
　

在
留
外
国
人
を
対
象
に
、
日
本
語
の
交
流
・

指
導
を
行
う
日
本
語
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

　

後
期
は
1
月
11
日
か
ら
3
月
14
日
ま
で
の
毎

週
土
曜
日
、
９
時
45
分
か
ら
11
時
30
分
で
す
。

日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中
で
す
。

お
問
合
せ
／
市
国
際
交
流
協
会

電
話
（
２
８
０
）
８
３
４
５

●
令
和
２
年  

南
ア
ル
プ
ス
市
成
人
式

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

開
催
日　

１
月
12
日（
日
）

時　

間　

受
付  

10
時
〜
、
開
式  

11
時
〜

場　

所　

桃
源
文
化
会
館

●
令
和
２
年
度  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

 　

利
用
申
請
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
の
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
し

お
り
」
を
次
の
日
程
で
配
布
し
ま
す
。
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は

し
お
り
の
内
容
を
確
認
の
上
、
手
順
に
従
っ
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

配
布
日
程　

１
月
14
日（
火
）
〜　

 　
　
　
　

 

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
　
　

  

（
水
曜
日
は
19
時
ま
で
）

配
布
場
所　

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　

各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

各
児
童
ク
ラ
ブ
（
在
籍
児
の
み
）

受
付
期
間　

1
月
14
日（
火
）
〜

※
４
月
に
利
用
を
始
め
る
場
合
は
、
２
月
14
日

  

（
金
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
９
３

●
１
月
の
妊
婦
健
康
相
談
・

　

母
子
健
康
手
帳
交
付
日
程

実
施
日　

８
日
、
15
日
、
22
日
、
29
日（
各
水
曜
日
）

時　

間　

９
時
〜
11
時

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物 

（
母
子
健
康
手
帳
交
付
の
方
の
み
）

　

①
印
鑑　

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

　

ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※
実
施
日
に
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
必
ず
事
前

　

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
場
合
は
、後
日
、本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
妊
婦
一
般
健
康
診

　

査
受
診
票
、
産
婦
健
康
診
査
受
診
票
、
新
生

　

児
聴
覚
検
査
受
診
票
を
交
付
し
ま
す
。

※
書
類
の
記
載
か
ら
説
明
ま
で
に
１
時
間
程
度

　

か
か
り
ま
す
。
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

●
１
月
の
乳
幼
児
健
康
相
談
の
日
程

 

実
施
日　

８
日
、
15
日
、
22
日
、
29
日（
各
水
曜
日
）

時　

間　

９
時
〜
11
時

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

内　

容　

保
健
師
・
栄
養
士
・
助
産
師
が
乳
幼
児

　

の
育
児
・
栄
養
相
談
な
ど
に
応
じ
ま
す
。

※
来
所
者
が
多
い
場
合
は
待
ち
時
間
が
長
く
な

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
時
間
に
余
裕
を
持
っ

　

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

電
話
（
２
８
４
）
６
０
０
０

●
モ
モ
せ
ん
孔
細
菌
病
秋
季
防
除
対
策

　

支
援
事
業【
令
和
元
年
度
の
み
】

　

令
和
元
年
度
に
お
い
て
、
市
内
で
栽
培
さ
れ

た
モ
モ
に
「
せ
ん
孔
細
菌
病
」
に
よ
る
病
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
病
害
は
、
風
雨
等
に

よ
り
広
く
拡
散
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
産
地

が
一
体
と
な
っ
て
防
除
対
策
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
県
と
市
で
は
、
こ
の
防
除
薬
剤
散
布

に
要
し
た
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
「
モ
モ
せ

ん
孔
細
菌
病
秋
季
防
除
対
策
支
援
事
業
」
を
今

年
度
に
限
り
実
施
し
ま
す
。

対
象
者　

モ
モ
の
「
せ
ん
孔
細
菌
病
」
の
越
冬

　

病
原
菌
密
度
低
減
の
た
め
、
秋
季
防
除
対
策

　

事
業
を
実
施
し
た
農
業
協
同
組
合
、（
一
社
）
　
山

　

梨
県
農
薬
販
売
者
協
会
お
よ
び
市
長
が
適
当

※
ご
家
族
も
控
え
室
の
モ
ニ
タ
ー
で
、
式
典
の

　

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

●
乙
種
第
４
類
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

準
備
講
習
会

開
催
日　

１
月
18
日（
土
）

時　

間　

９
時
〜
16
時

場　

所　

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

定　

員　

１
２
０
名

受
付
期
間
①　

１
月
６
日（
月
）
〜
14
日（
火
）

  

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）
９
時
〜
16
時

受
付
場
所
①　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

山
梨
県
支
部　

電
話
（
２
５
３
）
０
０
９
９

受
付
期
間
②　

１
月
15
日（
水
）
〜
17
日（
金
）

　

９
時
〜
16
時

受
付
場
所
②　

山
梨
県
危
険
物
安
全
協
会

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
２
７
）
１
５
９
７

●
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日　

２
月
16
日（
日
）

試
験
会
場　

山
梨
英
和
大
学

受
付
期
間

○
電
子
申
請　

１
月
３
日（
金
）
〜
11
日（
土
）

○
書
面
申
請　

１
月
６
日（
月
）
〜
14
日（
火
）

　
　
　
　

  　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時

受
付
場
所　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー  

　
　
　
　
　

山
梨
県
支
部

※
試
験
案
内
お
よ
び
願
書
等
は
、
消
防
本
部
・

　

各
消
防
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
消
防
本
部
予
防
課

電
話
（
２
８
２
）
７
２
１
９

　

と
認
め
る
団
体
お
よ
び
農
業
者
。

対
象
経
費　

令
和
元
年
に
市
内
の
圃
場
に
お
い

　

て
実
施
し
た
「
モ
モ
せ
ん
孔
細
菌
病
」
の
越

　

冬
病
原
菌
密
度
の
低
減
の
た
め
要
し
た
、
秋

　

季
薬
剤
散
布
２
回
分
の
薬
剤
購
入
に
係
る
経

　

費
。（
消
費
税
を
除
く
）

※

指
定
薬
剤
（
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー
４
１
２
・
４―

12

　

式
ボ
ル
ド
ー
液
・
ム
ッ
シ
ュ
ボ
ル
ド
ー
Ｄ
Ｆ
）

　

が
対
象
で
す
。
そ
れ
以
外
の
薬
剤
は
、
補
助

　

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法

①
Ｊ
Ａ
南
ア
ル
プ
ス
市
か
ら
購
入
し
た
方
は
、

　

Ｊ
Ａ
南
ア
ル
プ
ス
市
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

②（
一
社
）
山
梨
県
農
薬
販
売
者
協
会
の
販
売

　

店
か
ら
購
入
し
た
方
は
、
購
入
し
た
販
売
店

　

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
前
記
の
①
、
②
以
外
か
ら
購
入
し
た
方
は
、

　

市
農
政
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

な
お
、
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
書
類
等
か
ら

　

補
助
金
額
の
算
定
後
、
補
助
金
申
請
書
等
を

　

送
付
し
ま
す
。

※

圃
場
に
よ
っ
て
は
補
助
対
象
外
と
な
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

締　

切　

１
月
17
日
（
金
）

お
問
合
せ
／
農
政
課　

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
２
０
７



─３─

 

募  

集

無 

料 

相 

談

●
市
民
活
動
支
援
課
の

　

市
民
向
け
各
種
相
談
会

　 

結
婚
相
談
（
登
録
制
） 

開
催
日　

１
月
19
日（
日
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
20
時

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

要　

件　

男
性
50
歳
、女
性
45
歳
ま
で
の
健
康
な
方

持
ち
物　

印
鑑
、
ス
ナ
ッ
プ
写
真
１
枚

 

行
政
相
談 

開
催
日　

１
月
10
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

無
料
相
談 

募  

　  

集
　

●
消
防
団
員
募
集

　

市
消
防
団
で
は
、
一
緒
に
安
全
・
安
心
で
住

み
や
す
い
街
づ
く
り
に
貢
献
し
て
く
れ
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
で
身
に
つ
け
た
知
識
や
技
能
は
、
自

分
自
身
や
あ
な
た
の
大
切
な
人
を
守
る
た
め
、

き
っ
と
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。
あ
な
た
も
勇
気

あ
る
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

消
防
団
活
動
に
興
味
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
防
災
危
機
管
理
課

電
話
（
２
８
２
）
６
４
９
４

●
南
ア
ル
プ
ス
市
「
自
主
企
画
講
座
」

　

講
師
募
集

　

自
主
企
画
講
座
と
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
い

ろ
い
ろ
な
学
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
仕
事
、
趣

味
な
ど
の
活
動
で
培
っ
た
経
験
や
知
識
を
も
と

に
、
自
ら
講
座
を
企
画
し
運
営
す
る
生
涯
学
習

講
座
で
す
。

　

自
ら
学
ん
だ
成
果
を
講
座
の
企
画
実
施
と
い

う
形
で
地
域
に
還
元
し
、
学
習
の
輪
が
さ
ら
に

広
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
令
和
２
年
度
中

（
１
年
間
）
に
実
施
す
る
「
自
主
企
画
講
座
」

の
講
師
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

１
月
６
日（
月
）
〜
１
月
31
日（
金
）

応
募
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
個
人
ま

　

た
は
団
体

募
集
数　

12
講
座
（
１
講
座
／
月
）

申　

込　

生
涯
学
習
課
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

  

お
知
ら
せ   

●
南
ア
ル
プ
ス
市

　

小
学
生
チ
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

駅
伝
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

開
催
日　

２
月
15
日（
土
）

場　

所　

櫛
形
総
合
公
園
内
コ
ー
ス

対　

象　

小
学
生

参
加
費　

１
チ
ー
ム  

１
，０
０
０
円

申　

込　

１
月
７
日（
火
）
〜
26
日（
日
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
体
育
協
会

電
話
（
２
３
６
）
８
５
５
５

　

て
配
布
す
る
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
生
涯
学

　

習
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査
後
、
決

　

定
し
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課　

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

受
付
期
間
②　

１
月
15
日（
水
）
〜
17
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

９
時
〜
16
時

受
付
場
所
②　

山
梨
県
危
険
物
安
全
協
会

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
２
７
）
１
５
９
７

●
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日　

２
月
16
日（
日
）

試
験
会
場　

山
梨
英
和
大
学

受
付
期
間

○
電
子
申
請　

１
月
３
日（
金
）
〜
11
日（
土
）

○
書
面
申
請　

１
月
６
日（
月
）
〜
14
日（
火
）

　
　
　
　

  　

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時

受
付
場
所　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー  

　
　
　
　
　

山
梨
県
支
部

※
試
験
案
内
お
よ
び
願
書
等
は
、
消
防
本
部
・

　

各
消
防
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
甲
種
防
火
管
理
再
講
習
会

開
催
日　

２
月
14
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　

所　

地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー

定　

員　

60
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

受
付
期
間　

１
月
14
日（
火
）
〜
17
日（
金
）

　
　
　
　
　

９
時
〜
16
時
30
分

受
付
場
所　

消
防
本
部
予
防
課

受
講
料　

２
，０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

申
請
に
必
要
な
も
の

①
受
講
申
請
書

②
写
真
１
枚
（
４
㎝
×
３
㎝
、
６
ヵ
月
以
内
に 

　

撮
影
し
た
正
面
上
半
身
、
無
帽
の
も
の
）

③
印
鑑

※
受
講
資
格
お
よ
び
受
講
期
限
が
あ
り
ま
す
の

　

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
募
集

　

令
和
2
年
度
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童

保
育
）
の
先
生
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
要
件　

資
格
不
問
、60
歳
ま
で
の
健
康
な
方

勤
務
地　

市
内
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
勤
務
先

　

の
相
談
可
）

勤
務
時
間　

左
記
開
所
時
間
内
で
シ
フ
ト
制

　

平
日　

授
業
終
了
後
〜
19
時

　

休
校
日
（
長
期
休
み
等
）
８
時
〜
19
時

賃　

金　

時
給
８
6
7
円
（
期
末
・
通
勤
手
当

　

有
：
条
件
に
よ
り
社
会
保
険
加
入
可
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課　

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
９
３

●
小
・
中
学
校
「
市
単
講
師
」
募
集

任
用
期
間　

４
月
１
日
〜
令
和
３
年
３
月
31
日

資　

格　

教
員
免
許
取
得
者
ま
た
は
取
得
見
込

　

者
で
、
教
育
に
情
熱
を
持
ち
心
身
と
も
に
健

　

全
な
方

募
集
人
数　

10
名
程
度

勤
務
場
所　

市
内
小
中
学
校

募
集
期
間　

１
月
14
日（
火
）〜
１
月
24
日（
金
）

試
験
日　

２
月
６
日（
木
）
頃
に
実
施
予
定

※
募
集
要
項
は
、
１
月
７
日（
火
）
か
ら
学
校
教

　

育
課
で
配
布
し
ま
す
。

申
込
･
お
問
合
せ
／
学
校
教
育
課

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
６

※
実
施
案
内
お
よ
び
受
講
申
請
書
は
、
消
防
本
部

　

予
防
課
、
各
消
防
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
消
防
本
部  

予
防
課

電
話
（
２
８
２
）
７
２
１
９



─４─

イ
ベ
ン
ト  

　●
生
涯
学
習
講
座

受
付
期
間　

１
月
６
日（
月
）〜
１
月
10
日（
金
）

①
特
別
観
望
日

 

「
オ
リ
オ
ン
座
の
大
星
雲
（
M
45
）と

　

冬
の
星
座
を
観
る
会
」

　

冬
の
代
表
的
な
星
座
・
オ
リ
オ
ン
座
を
は
じ
め
、

き
れ
い
に
瞬
く
星
た
ち
を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

１
月
23
日（
木
）

時　

間　

19
時
〜
20
時

場　

所　

ふ
る
さ
と
天
文
館

参
加
費　

１
０
０
円

定　

員　

20
名

②
市
立
美
術
館
コ
ラ
ボ
企
画 

ア
ー
ト
を
体
感 

  

「
酒
造
組
合
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
等

●
出
張
ふ
く
し
相
談
会
開
催

開
催
日　

１
月
８
日（
水
）

時　

間　

10
時
〜
12
時

場　

所　

松
聲
堂
（
西
野
２
７
８
３
―

１
）

開
催
日　

１
月
22
日（
水
）

時　

間　

10
時
〜
12
時

場　

所　

社
会
福
祉
会
館
（
小
笠
原
４
７
１
―

８
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

　

ふ
く
し
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
４
）
７
８
３
０

●
認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
日

開
催
日　

毎
週
水
曜
日

時　

間　

８
時
30
分
〜
12
時

場　

所　

介
護
福
祉
課（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

対　

象　

若
草
、
櫛
形
、甲
西
地
区
に
在
住
の
方

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課

電
話
（
２
８
２
）
７
３
３
９

●
成
年
後
見
制
度
相
談
会  

（
予
約
優
先
）

開
催
日　

１
月
20
日（
月
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
里
親
相
談
会
の
ご
案
内

　

里
親
に
つ
い
て
の
疑
問
な
ど
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

1
月
11
日（
土
）

時　

間　

13
時
〜
17
時

場　

所　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー  

２
階

　
　
　
　

研
修
室
１

※
都
合
の
良
い
時
間
を
予
約
可
能
で
す
。

お
問
合
せ
／
乳
児
院
ひ
ま
わ
り

電
話
（
２
８
７
）
８
０
８
７

無
料
相
談 

 
無
料
法
律
相
談

○
司
法
書
士
会
（
予
約
優
先
1
人
50
分
・
１
月 

　

６
日
予
約
開
始
）

開
催
日　

１
月
16
日（
木
）

時　

間　

13
時
〜
16
時

場　

所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

要　

件　

市
内
在
住

○
弁
護
士
会
（
予
約
制
1
人
30
分
・
１
月
６
日

　

予
約
開
始
）

開
催
日　

１
月
24
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　

所　

市
役
所
本
庁
舎  

本
館

要　

件　

市
内
在
住　

予
約
年
度
１
回
ま
で

お
問
合
せ
／
市
民
活
動
支
援
課

電
話
（
２
８
２
）
６
４
９
３

●
不
動
産
無
料
相
談
会
（
予
約
不
要
）

開
催
日　

１
月
15
日（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

 

電
話
（
２
４
３
）
４
３
０
０

 

「
山
梨
の
日
本
酒
展
」
の
展
示
品
を
鑑
賞
し
な

が
ら
、
山
梨
の
日
本
酒
の
世
界
を
深
く
探
求
し

ま
せ
ん
か
。
酒
造
り
の
歴
史
や
道
具
な
ど
、
展

示
品
に
ま
つ
わ
る
話
を
聞
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
、
時
間
ま
で

に
美
術
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

１
月
18
日（
土
）

時　

間　

14
時
〜

場　

所　

市
立
美
術
館

講　

師　

北
原 

亮
庫 

氏

　
　
　
　
（
山
梨
銘
醸
株
式
会
社 

醸
造
責
任
者
）

参
加
費　

美
術
館
入
館
料
に
含
む

③
和
菓
子
作
り
体
験
教
室

　

四
季
の
移
ろ
い
を
彩
り
豊
か
に
表
現
す
る
和

菓
子
。
今
回
は
職
人
さ
ん
と
一
緒
に
練
り
切
り

作
り
の
体
験
を
し
ま
す
。
繊
細
な
和
菓
子
作
り

に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

１
月
19
日（
日
）

時　

間　

14
時
〜
15
時
30
分

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，３
０
０
円

定　

員　

12
名

④
暮
ら
し
を
彩
る
苔
玉
作
り

　

コ
ケ
と
草
木
を
使
っ
て
苔
玉
を
作
り
ま
せ
ん

か
。
イ
ン
テ
リ
ア
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
、
お

部
屋
に
苔
玉
を
飾
っ
て
、
身
近
に
季
節
を
感
じ

ま
し
ょ
う
。

開
催
日　

１
月
25
日（
土
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時

場　

所　

白
根
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

２
，１
０
０
円

定　

員　

20
名

※
各
講
座
と
も
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

　

な
り
ま
す
。
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
開

　

講
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

②
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
日

開
催
日　

毎
週
水
曜
日

時　

間　

８
時
30
分
〜
12
時

場　

所　

白
根
げ
ん
き
館

対　

象　

八
田
、
白
根
、
芦
安
地
区
に
在
住
の
方

お
問
合
せ
／
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
８
）
１
４
４
０

③
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

 

「
や
ま
び
こ
の
会
」
相
談
日

開
催
日　

１
月
15
日（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

白
根
げ
ん
き
館

※
認
知
症
カ
フ
ェ「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
や
ま
び
こ
」

　

も
同
時
開
催
し
て
い
ま
す
。（
参
加
費
２
０
０
円
）

お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会  

猪
狩

電
話  
０
９
０
（
１
１
１
４
）
２
８
７
０

場　

所　

市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

申
込
・
お
問
合
せ
／
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
３
）
８
７
２
２



─５─

イ
ベ
ン
ト  

●「
在
宅
医
療
講
演
会
」を
開
催
し
ま
す

　
 

 

　
「
自
分
の
人
生
の
終
わ
り
」
を
考
え
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？
こ
の
講
演
会
で
は
、
自
分
や
家

族
の
終
活
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
第
ニ
部
で
は

介
護
体
験
談
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　

２
月
２
日（
日
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
（
開
場
13
時
〜
）

場　

所　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

あ
や
め
ホ
ー
ル

対　

象　

終
活
を
始
め
て
み
よ
う
と
お
考
え
の
方  

　
　
　
　

市
民
の
方
ど
な
た
で
も

  
 

　【
第
一
部
】
講
演

演　

題　

終
活
と
は
？

　
　
　
　

〜
縁
起
で
も
な
い
時
代
か
ら

　
　
　
　
　

迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
時
代
へ
〜

講　

師　

武
藤 

頼
胡
（
む
と
う
よ
り
こ
）氏

   

（
一
般
社
団
法
人 

終
活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会 

代
表
理
事
）

  
 

　【
第
二
部
】
体
験
談
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

ご
自
宅
で
介
護
を
さ
れ
た
ご
家
族
の
話

お
問
合
せ
／

　

介
護
福
祉
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

電
話
（
２
８
２
）
７
３
３
９

●
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー
＆

　

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
de　
恋
活　

　

ア
ロ
マ
の
香
り
と
運
命
の
出
会
い

　

素
敵
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
作
り

ま
せ
ん
か
？
香
り
も
楽
し
み
な
が
ら
素
敵
な
恋

活
を
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　

１
月
18
日（
土
）

時　

間　

16
時
30
分
（
受
付
開
始
）

場　

所　

市
川
三
郷
町
役
場  

大
会
議
室

   

（
西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
市
川
大
門
1
7
9
0
―

3
）

募
集
人
数　

独
身
男
女
各
2
0
名
程

参
加
費　

男
性  

5
，5
0
0
円

　
　
　
　

女
性  

2
，0
0
0
円

　
申
込
方
法　

件
名
に「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
恋
活
申
込
」

　

と
記
入
し
、
①
お
名
前  

②
生
年
月
日  

③
お

　

住
い
の
市
町
村  

④
携
帯
電
話
番
号  

⑤
メ
ー

　

ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
、
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

　
【
申
し
込
み
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
】

　

w
incere2013@

gm
ail.com

締　

切　

１
月
15
日（
水
）　

●
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

　

登
録
５
周
年
記
念
事
業

①
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
＆
取
組
発
表
会

　

「
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録

５
周
年
」
を
記
念
し
て
県
内
構
成
市
町
で
の
自

然
環
境
保
全
活
動
の
取
り
組
み
発
表
と
伝
統
芸

能
の
披
露
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
南
ア
ル
プ
ス
の
魅
力
が
体
感
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

開
催
日　

１
月
18
日（
土
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
17
時

発
表
者　

巨
摩
高
等
学
校
自
然
科
学
部
、
白
根

　

高
等
学
校
自
然
科
学
部  

他

出
演
者　

風
カ
ヲ
ル
時   erica  

他

場　

所　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　

小
ホ
ー
ル

参
加
費　

無
料

定　

員　

２
８
０
名   

※
要
申
込
・
先
着
順

②
南
ア
ル
プ
ス
学
講
座
（
第
1
回
）

  

『
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の  

　

大
地
を
訪
ね
て
み
よ
う
！
』

　

南
ア
ル
プ
ス
を
中
心
に
活
躍
す
る
講
師
陣
に

よ
る
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
を
行
い
ま
す
。

開
催
日　

１
月
25
日（
土
）

時　

間　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

講　

師　

輿
水 

達
司 

氏
（
山
梨
県
立
大
特
任
教
授
）

　
　
　
　

  

萬
德 

昌
昭 

氏
（
富
士
川
砂
防
事
務
所
長
）

　

な
り
ま
す
。
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
開

　

講
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

※
抽
選
結
果
は
１
月
16
日（
木
）
頃
に
連
絡
予
定

お
問
合
せ
／
市
民
活
動
支
援
課

電
話
（
２
８
２
）
６
４
９
３

　

山
梨
恋
活
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　

電
話
０
９
０
（
４
５
９
７
）
９
９
１
５

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

花
岡 

利
幸 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
山
梨
大
学
名
誉
教
授
）

場　

所　

地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

定　

員　

70
名   

※
要
申
込
・
先
着
順

申
込
・
お
問
合
せ
／

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

電
話
（
２
８
２
）
７
２
６
１

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
８
２
）
６
２
７
９

　

メ
ー
ル　

kankou@
city.hokuto.lg.jp

（
事
務
局  

北
杜
市
観
光
課
）

●
認
知
症
予
防
講
演
会

    「
脳
を
守
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で

　

人
生
１
０
０
年
時
代
を

　

南
ア
ル
プ
ス
市
で
楽
し
く
い
き
る
」

　

な
る
の
が
不
安
、
介
護
が
つ
ら
い
、
そ
ん
な

認
知
症
の
イ
メ
ー
ジ
を
逆
転
す
る
目
か
ら
う
ろ

こ
の
予
防
の
お
話
で
す
。

開
催
日　

１
月
17
日（
金
）

時　

間　

14
時
〜
16
時
（
開
場
13
時
30
分
）

場　

所　

桃
源
文
化
会
館

講　

師　

山
口 

晴
保 

氏（
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修 

　

東
京
セ
ン
タ
ー
長
、
群
馬
大
学
名
誉
教
授
）

参
加
費　

無
料

申　

込　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
受
け
付
け
ま
す
。 

　
（
１
月
10
日
締
め
切
り
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
３
４
７

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
８
２
）
６
１
８
９

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時

場　

所　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内　

容

 

第
１
部   

式
典　

13
時
30
分
〜
14
時
20
分

・
市
社
会
福
祉
功
労
者
、
団
体
表
彰

・
令
和
元
年
度
小
中
学
校
福
祉
ポ
ス
タ
ー
入
賞

　

者
表
彰

 

第
２
部   

講
演　

14
時
30
分
〜
16
時

・「
よ
は
く
を
あ
る
く
」

　

堀
内 

直
也 

氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
つ
ば
の
く
ろ
ー
ば
ー

　
　

宅
老
所
み
つ
ば
や
あ
ん
き
代
表
）

お
問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会  

総
務
課

電
話
（
２
８
３
）
８
７
１
１

●
第
16
回
南
ア
ル
プ
ス
市
社
会
福
祉
大
会

開
催
日　

1
月
19
日（
日
）



イ
ベ
ン
ト  

─６─

●
図
書
館
で
シ
ネ
マ

　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
映
画
を
上
映
し

ま
す
。
申
込
不
要
で
参
加
無
料
で
す
。

 『
恋
に
お
ち
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
』

●
幸
せ
実
感
！
南
ア
ル
プ
ス
市
健
康
リ
ー
グ
協
賛
事
業

　

慢
性
腎
臓
病
予
防
教
室 

　

慢
性
腎
臓
病
（
C
K
D
）
を
予
防
す
る
た
め
の

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
あ
な
た
の
大
切
な
体
を
守

る
た
め
の
予
防
法
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

第
１
回　

１
月
23
日（
木
）

　
　
　
　

第
２
回　

１
月
30
日（
木
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

講　

師　

第
1
回　

原
口
内
科
・
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

原
口 

和
貴 

先
生

　
　
　
　

第
２
回　

市
管
理
栄
養
士

参
加
費　

無
料

定　

員　

50
名
（
要
申
込
）

締　

切　

１
月
17
日（
金
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

電
話
（
２
８
４
）
６
０
０
０

●
南
ア
ル
プ
ス
ハ
ー
モ
ニ
ー

　

フ
ォ
ー
ラ
ムin

２
０
２
０
開
催

　

令
和
元
年
度
、
男
女
共
同
参
画
事
業
と
し
て
、

第
８
期
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
推
進
会
議
を
設
置

し
、
推
進
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
男
女
相
互
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
「
男
女
共

同
参
画
」
に
つ
い
て
皆
さ
ん
で
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

開
催
日　

２
月
２
日
（
日
）

●
や
ま
な
み
の
湯
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
お
母
さ
ん
を
対
象
と
し
た

成
長
促
進
の
運
動
指
導
や
、
オ
イ
ル
を
使
っ
た

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
ま
す
。

開
催
日　

１
月
21
日（
火
）

時　

間　

10
時
30
分
〜
12
時

場　

所　

や
ま
な
み
の
湯

対　

象　

２
ヵ
月
か
ら
２
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

　

と
そ
の
母
親

参
加
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

申
込
・
お
問
合
せ
／
や
ま
な
み
の
湯　

電
話　
（
２
８
０
）
３
３
４
０

　
内
藤    

電
話 

０
９
０（
５
４
９
５
）
６
１
０
０

●fum
i

メ
イ
ク
＆
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

毎
日
が
ん
ば
っ
て
い
る
自
分
へ
の
ご
褒
美
に
、

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

眉
毛
カ
ッ
ト
な
ど
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
い

つ
も
と
違
う
自
分
に
出
会
え
る
チ
ャ
ン
ス
！

開
催
日　

１
月
21
日（
火
）

時　

間　

11
時
〜
15
時

場　

所　

や
ま
な
み
の
湯

申
込
・
お
問
合
せ
／
や
ま
な
み
の
湯

　

電
話
（
２
８
０
）
３
３
４
０

時　

間　

13
時
30
分

場　

所　

高
度
農
業
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　

  

（
ふ
れ
あ
い
情
報
館
）

講　

演　

地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

講　

師　

立
教
大
学
教
授  

萩
原 

な
つ
子  

氏

●
お
問
合
せ
／
市
民
活
動
支
援
課

電
話
（
２
８
２
）
６
４
９
３

●
カ
カ
オ
マ
ス
か
ら
つ
く
る

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
づ
く
り

　

普
段
、
食
べ
て
い
る
チ
ョ
コ
の
材
料
は
、
ど

こ
か
ら
来
て
、
ど
う
や
っ
て
で
き
て
い
る
の
か
、

一
緒
に
体
験
し
な
が
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！

開
催
日　

２
月
２
日（
日
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖

対　

象　

小
学
生
以
上

　
　
　

  

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定　

員　

15
セ
ッ
ト

参
加
費　

１
セ
ッ
ト  

１
，０
０
０
円

　
　
　

  

（
試
食
と
持
ち
帰
り
）

締　

切　

1
月
26
日（
日
）
17
時

※
雨
天
時
は
、
２
月
９
日
（
日
）
の
13
時
30
分 

　

〜
15
時
30
分
に
開
催
し
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖

電
話
（
２
８
３
）
８
７
０
０

●
令
和
元
年
度  

市
介
護
福
祉
課
委
託
事
業

　

第
４
回  

介
護
者
の
集
い

　
 

 

開
催
日　

１
月
17
日（
金
）

時　

間　

13
時
〜
15
時

場　

所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内　

容　

新
春
初
笑
い
と
ゲ
ー
ム

出　

演　

笑
々
亭
多
楽 
氏

参
加
費　

１
０
０
円
（
茶
菓
子
代
）

※
送
迎
を
ご
希
望
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
木
綿
の
会　

芦
澤

　
　

 

電
話   

０
９
０
（
３
１
３
１
）
７
１
９
４

開
催
日　

１
月
12
日（
日
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
40
分

●
市
内
和
太
鼓
団
体
講
習
会

　

県
内
演
奏
団
体
『
天
野
会
』
に
よ
る
市
内
和

太
鼓
団
体
向
け
講
習
会
。
一
般
参
加
不
可
で
す

が
見
学
自
由
で
す
。

開
催
日　

１
月
18
日（
土
）

時　

間　

14
時
〜
16
時

場　

所　

あ
や
め
ホ
ー
ル

お
問
合
せ
／
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
２
）
７
２
８
６

●
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

高
齢
者
向
き
の
リ
ズ
ム
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ

等
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

１
月
25
日（
土
）

時　

間　

10
時
〜
11
時
30
分

場　

所　

甲
西
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
シ
ャ
ン
ブ
レ
イ
事
業
１
１
９
弾

　

歌
声
喫
茶

　

懐
か
し
い
あ
の
歌
、
こ
の
歌
を
み
ん
な
で
歌

い
ま
す
。

開
催
日　

1
月
12
日（
日
）

時　

間　

13
時
30
分
〜

場　

所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

出　

演　

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン　

大
久
保 

幸

　
　
　
　

歌
唱
指
導　

杉
平 

は
る
み

参
加
費　

５
０
０
円
（
茶
菓
子
付
き
）

お
問
合
せ
／
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
３
）
８
３
１
１

対　

象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

参
加
費　

無
料
、
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

汗
拭
き
用
タ
オ
ル

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

開
催
日　

１
月
９
日（
木
）、
23
日（
木
）

時　

間　

20
時
〜
21
時
30
分

場　

所　

櫛
形
総
合
体
育
館

参
加
費　

無
料

申　

込　

不
要

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

お
問
合
せ
／
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
）
電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８



─７─

イ
ベ
ン
ト  

●
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

 

市
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
サ
ロ
ン

　

個
人
や
市
民
団
体
の
み
な
さ
ん
の
情
報
交
換

サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
や
地
域

課
題
な
ど
に
つ
い
て
話
す
対
話
の
場
で
す
。

開
催
日　

１
月
21
日（
火
）

時　

間　

19
時
30
分
〜

場　

所　

宜 saw
anobori

参
加
費　

５
０
０
円
（
お
茶
付
き
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
２
）
７
３
２
５

●
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　　
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

開
催
日　

①
１
月
23
日（
木
）、
30
日（
木
）

　
　
　
　

②
２
月
20
日（
木
）、
27
日（
木
）

　
　
　
　

③
３
月
12
日（
木
）、
17
日（
火
）

時　

間　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対　

象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

参
加
費　

無
料
、
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

汗
拭
き
用
タ
オ
ル

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

開
催
日　

１
月
９
日（
木
）、
23
日（
木
）

時　

間　

20
時
〜
21
時
30
分

場　

所　

櫛
形
総
合
体
育
館

参
加
費　

無
料

申　

込　

不
要

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

お
問
合
せ
／
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
）
電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

●
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館  

第
２
回
テ
ー
マ
展
示

　
「
ふ
る
さ
と
の
新
春
を
彩
っ
た
引
札
展
」

　

商
店
の
広
告
チ
ラ
シ
の
は
じ
ま
り
と
言
え
る

 　
「
引
札
」。当
時
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
わ
か
る
だ
け
で

な
く
、華
や
か
な
デ
ザ
イ
ン
か
ら
、手
軽
な
美
術
品

と
し
て
親
し
ま
れ
ま
し
た
。明
治
時
代
に
南
ア
ル
プ

ス
市
内
の
商
店
が
正
月
に
配
布
し
た
引
札
と
、当

時
の
商
品
を
物
語
る
資
料
の
数
々
を
展
示
し
ま
す
。

開
催
日　

１
月
10
日（
金
）
〜
４
月
19
日（
日
）

時　

間　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　

所　

ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館 

 

※
入
館
無
料

お
問
合
せ
／
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館

電
話
（
２
８
２
）
７
４
０
８

●
市
立
美
術
館
「
山
梨
の
日
本
酒
展
」

　

関
連
イ
ベ
ン
ト

 

①
大
試
飲
会

　

各
酒
蔵
に
よ
る
試
飲
会
で
す
。
山
梨
の
日
本

酒
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

１
月
12
日（
日
）

時　

間　

13
時
〜
16
時

場　

所　

市
立
美
術
館
研
修
室
（
申
込
不
要
）

参
加
費　

５
０
０
円
（
美
術
館
入
館
料
は
別
途
）

※

お
酒
は
楽
し
く
適
量
で
。
飲
酒
運
転
は
法
律

　

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

②
新
春
落
語
会

　

お
酒
に
ち
な
ん
だ
落
語
な
ど
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

開
催
日　

１
月
19
日（
日
）

時　

間　

14
時
〜

場　

所　

市
立
美
術
館
研
修
室

出　

演　

春
風
亭
弁
橋

　
　
　

    

（
韮
崎
市
出
身
・
二
ツ
目
）

●「
な
ん
ぷ
す
Ｂ
Ｇ
」と
の
コ
ラ
ボ
企
画

　

安
藤
家
住
宅
で
新
春
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
会

　

伝
統
的
日
本
家
屋
の
お
屋
敷
で
、
か
る
た
や

●
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
新
春
講
演
会

　

快
適
な
人
生
を
送
る
た
め
に

　

〜
高
齢
者
の
脳
卒
中
と
認
知
症
対
策
〜

開
催
日　

１
月
21
日（
火
）

時　

間　

17
時
〜
（
開
場
16
時
30
分
〜
）

場　

所　

ブ
ラ
イ
ダ
ル
ホ
ー
ル
魚
覚

講　

師　

篠
原 

豊
明 

先
生

　
　
　
　

（
甲
府
脳
神
経
外
科
病
院  

理
事
長
・
院
長
）

対　

象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
入
場
無
料
で
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、

　

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
商
工
会

電
話
（
２
８
０
）
３
７
３
０

●「
樹
園
」新
春
シ
ャ
ン
ソ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
日　

１
月
18
日（
土
）

時　

間　

開
演
18
時

場　

所　

樹
園  

ロ
ビ
ー

出　

演　

Ｙ
Ｕ
―
Ｍ
Ｅ

※
昨
年
の
２
月
に
続
き
、
２
度
目
の
出
演
と
な

　

す
ご
ろ
く
な
ど
の
昔
な
が
ら
の
遊
び
や
日
本
を

テ
ー
マ
に
し
た
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
を
み
ん
な
で
わ
い
わ
い
遊
び
ま
せ
ん
か
？

開
催
日　

１
月
25
日（
土
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時

場　

所　

安
藤
家
住
宅
（
西
南
湖
４
３
０
２
）

対　

象　

小
学
生
以
上
（
保
護
者
参
加
可
）

入
館
料　

大
人 

３
０
０
円
、
高
校
生 

１
０
０
円

　

小
中
学
生 

無
料
（
土
曜
の
た
め
）

※
事
前
申
込
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
合
せ
／
文
化
財
課　電

話
（
２
８
２
）
７
２
６
９

定　

員　

60
名
（
申
込
不
要
・
先
着
順
）

参
加
費　

美
術
館
入
館
料
に
含
む

　 

③
新
春
津
軽
三
味
線
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
日　

１
月
25
日（
土
）

時　

間　

14
時
〜　
　

場　

所　

市
立
美
術
館
研
修
室

出　

演　

福
嶋 

孝
顕
（
津
軽
三
味
線
奏
者
）

定　

員　

60
名
（
申
込
不
要
・
先
着
順
）

参
加
費　

美
術
館
入
館
料
に
含
む

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
立
美
術
館　

電
話
（
２
８
２
）
６
６
０
０

場　

所　

お
お
ケ
ヤ
キ
児
童
館

対　

象　

市
内
在
住
の
生
後
２
ヵ
月
〜
８
ヵ
月

　

の
乳
児
と
マ
マ

  

（
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
方
）

定　

員　

７
組
（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
ベ
ビ
ー
オ
イ
ル

申　

込　

①
〜
③
と
も
毎
月
月
初
め

　
　
　
　

10
時
〜
受
付
開
始

申
込
・
お
問
合
せ
／
お
お
ケ
ヤ
キ
児
童
館

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
４
）
７
４
５
５

ひ
き
ふ
だ



 

入
札
結
果

 11  月 の 入 札 結 果
●市役所関係 お問合せ／総務課　TEL 282-6542

●企業局関係　お問合せ／企業局総務課　TEL 282-2016

 

市
民
か
ら

─８─

●
櫛
形
山
平
成
峡
「
結
氷
の
滝
」

　

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

開
催
日　

1
月
11
日（
土
）、
12
日（
日
）、
18
日（
土
）

時　

間　

８
時
20
分
集
合
〜
16
時

場　

所　

伊
奈
ヶ
湖
駐
車
場

　
　
　
　

（
上
市
之
瀬
１
７
６
０
）

内　

容 　　
北
尾
根
登
山
口
〜
見
晴
ら
し
平
〜
平

 　

成
峡
〜
北
尾
根
登
山
口

対　

象　

６
時
間
以
上
の
登
山
に
自
信
の
あ
る
方

参
加
費　

８
，０
０
０
円

　
　
　

（
ガ
イ
ド
料
・
保
険
料
込
み
、昼
食
持
参
）

●【
南
ア
ル
プ
ス
市
南
部
】里
と
水
辺
の

　

冬
鳥
観
察
会

開
催
日　

1
月
19
日（
日
）

時　

間　

９
時
集
合
〜
11
時

集　

合　

道
の
駅
富
士
川

内　

容　

南
ア
ル
プ
ス
市
南
部
の
水
辺
で
冬
鳥

　

の
観
察

定　

員　

10
人
（
参
加
費
５
０
０
円
／
人
）

対　

象　

小
学
生
以
上
、小
学
生
は
保
護
者
同
伴

持
ち
物　

双
眼
鏡
、
図
鑑
、
筆
記
具
な
ど

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
協
会

　
　
　

電
話
（
２
８
５
）
１
５
５
０

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
inam

i_alps_nga@
yahoo.co.jp

開札日 件　　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

11月21日 老朽管更新事業重要路線耐震化工事（有野工区） 有野地内 ㈲K．C金丸工務店 21,780,000

11月21日 駒場浄水場系管路更新工事（2-10工区） 飯野新田地内 ㈲塩谷工業 30,250,000

11月21日 上宮地第１配水池更新事業送配水管布設替工事 上宮地地内 ㈲丸正住宅設備 16,720,000

11月21日 雨水管渠布設工事に伴う配水管布設替補償工事 桃園地内 ㈲甲西管工 1,001,000

11月21日 低水圧改良に伴う給配水管布設工事（沢登工区） 沢登地内 ㈲鈴木設備工業 4,675,000

11月21日 上宮地第１配水池更新事業配水管布設替工事設計・測量業務委託 上宮地地内 ㈱ブレーンズ 3,729,000

開札日 件　　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

11月5日 金山沢温泉改修工事（建築主体工事） 芦安芦倉地内 ㈲岡田工建 9,812,000

11月5日 芦安小学校ナンバーディスプレイ対応工事 芦安安通地内 ㈱サンテレコム 1,441,000

11月5日 白根巨摩中学校グラウンド南西防球ネット設置工事 飯野地内 ㈲丸利森本建設 6,215,000

11月5日 上宮地水路改修工事 上宮地地内 小宮山土木㈲ 1,980,000

11月5日 飯野新田水路改修工事 飯野新田地内 ㈱市口興業 1,980,000

11月5日 市営荊沢団地10号棟他解体撤去工事 市内 ㈱サワショウ 5,142,500

11月5日 枡形堤防測量等業務委託 榎原地内 ㈱テクノプラニング　甲信支店 1,100,000

11月5日 リニア中央新幹線建設に伴う工業団地1号線測量設計業務委託 荊沢地内 ㈱ケイコンサルタント 2,288,000

11月5日 荊沢地区公園移転測量設計業務委託 荊沢地内 ㈱ブレーンズ 3,740,000

11月14日 若草中学校他１校清掃業務委託 市内 ㈲快適工房 1,254,077

11月14日 南湖小学校他１校清掃業務委託 市内 ㈲サンフロンティア 1,597,409

11月14日 若草南小学校他１校清掃業務委託 市内 ㈱信栄 1,507,330

11月14日 令和２年度交通災害共済加入申込書印刷・封入業務委託 市内 光ビジネスフォーム㈱  甲府営業所 1,263,185

11月14日 令和２年度南アルプス市消防団新入団員用装備（活動服及びアポロキャップ）購入
小笠原地内 三和防災㈱ 4,593,600

11月14日 令和２年度南アルプス市消防団新入団員用半長靴購入 小笠原地内 ミドリ安全山梨㈱ 924,000

11月18日 公共下水道耐震補強工事 市内 ㈱岩間建設 11,880,000

11月18日 上高砂村中水路改修工事 上高砂地内 ㈲三友建材土木 8,580,000

11月18日 桃園地内耐震性貯水槽設置工事 桃園地内 ㈲清栄工業 9,350,000

11月18日 芦安小学校グラウンド東側フェンス修繕工事 芦安安通地内 ㈱市口興業 1,749,000

11月18日 櫛形11号線道路植栽管理業務委託 市内 ㈲東香園 3,333,000

11月18日 櫛形19号線道路植栽管理業務委託 市内 ㈲東香園 2,112,000

11月28日 令和２年度健康づくり日程表印刷業務 飯野地内 アート工房ＪＰＳ 1,419,000

11月28日 小学校卒業祝品購入 市内 ㈱山扇印刷 820,116

11月28日 南アルプス市消防団簡易無線機購入 小笠原地内 ㈱斉藤テレビ 1,914,000

11月28日 2019年度情報系ノート型パソコンリース（市内小中学校用） 小笠原地内 NECキャピタルソリューション㈱
西東京支店

145,200

※入札結果の広報掲載については、３月号をもって終了します。
　入札結果は、市ホームページでも公開していますのでご確認ください。

市
民
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

る
プ
ロ
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
で
す
。

※
観
覧
無
料

お
問
合
せ
／
樹
園

　
　
　

電
話
（
２
８
５
）
４
１
３
１

イ
ベ
ン
ト  
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